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令和２年 第７回 あさぎり町教育委員会会議録 
 

日   時 令和２年４月６日（月） 午後１時３０分 

場   所 あさぎり町生涯学習センター 大会議室 

出 席 委 員 桑原茂和 矢野幸代 澤田光德 中村麻有 

欠 席 委 員  

事 務 局 職 員 

教育長 米良隆夫       教育課長 出田 茂 

教育課長補佐 山口宏子    指導主事 小園貴寛 

教育課主幹 緒方理恵     教育課主幹 桑原雄一郎 

教育課主幹 坂本幸治      

傍 聴 人 なし 

会議録署名委員  桑原茂和 

 

《開会 午後１時３０分》 

１ 開  会 

○出田課長  御起立願います。礼。御着席ください。教育委員の定数人数に達しておりますので、ただいま

から令和２年第７回教育委員会議を開催いたします。本日の会議日程はお手元のとおりでございます。 

 

２ 教育長挨拶 

○出田課長  教育長あいさつをお願いいたします。 

○米良教育長  はい。では、教育委員の皆様、今日は大変お忙しい中にご臨席を賜りましてありがとうござ

います。議題としましては、学校再開というところで、協議をお願いできればというふうに思っておりま

す。一応明日、緊急事態宣言が出るということも耳にしておりますけれども、差しあたって県教育委員会

のほうは、再開というようなことが示されておりますので、それに沿って今日は今後の学校再開に向けて

の協議を深めていただければというふうに思っております。もう本当に今日はですね、救急にお集まりい

ただきまして、話がどれぐらい充実するかわかりませんが、いろんな視点から御意見をいただければとい

うふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。お世話になります。 

 

３ 会議録署名委員の指名 

○出田課長  次に、会議録署名委員の指名をお願いいたします。 

○米良教育長  今日は桑原委員にお願いいたします。 

○桑原委員  はい。 
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４ 会期の決定 

○出田課長  次に、会期を御諮り致します。令和４月６日、一日限りでよろしゅうございますでしょうか。

（○「はい」という意見多数あり）意見多数でございますので、会期を４月６日の１日限りといたします。 

５ 教育長報告 

○出田課長  次に、教育長報告をお願いいたします。 

○米良教育長  教育長報告につきましては、次回の教育委員会議のほうで教育長報告をさせていただきます

ので、その５番の教育長報告については割愛させていただきます。どうかご理解のほどよろしくお願いし

たいと思います。 

○出田課長  教育長報告が終わりました。それでは、次の６から７までの審議事項につきましては、教育長

に進行をお願いいたします。 

 

６ 協   議 

○米良教育長  それでは、６の協議のほうに入らさせていただきます。協議第１号、新型コロナウイルス感

染症に対応した教育活動の再開について、小園指導主事のほうから説明をお願いいたします。 

○小園指導主事  はい。失礼します。協議第１号、新型コロナウイルス感染症に対応した教育活動の再開に

ついて。新型コロナウイルス感染症に対応した教育活動の再開について、別紙のとおり提案します。令和

２年４月６日提出。あさぎり町教育委員会、教育長、米良隆夫。資料のほうをご覧下さい。裏面のほうが、

資料の１ページになりますが、その前に、先ほどお配りしました県の教育委員会からの資料をご覧いただ

ければと思います。本日の１２時２分に県教委のほうから各市町村、教育長あてに文書が参りました。そ

の１枚目の上にですね、２段落になりますが、これ基づきというところがありまして、その最後から２行

目ですが、熊本市地域の県立学校については、臨時休業し、熊本市以外の県立学校については、教育活動

を再開することとしました。つきましては、貴管下の各幼稚園、小・中・義務教育学校に周知することに

貴管下の学校等の臨時休業及び教育活動の再開にあたっては、県立学校の取り組み等も踏まえ、市町村の

関係部局や関係機関と連携のうえ、適正に対応いただきますようお願いしますという、通知文でございま

す。さらに臨時休業等の基準ということで、次のページを開いていただくとですね、別紙とありますが、

これが新しく基準というふうに定められたものです。これが臨時休業等の基準ということになります。そ

れから臨時休業の実施に関するガイドラインというものが、またそのあとですね、ついております文部科

学省のほうからのものです。それが５ページ７ページ。その後にですね、マル写しでですね、別添２とい

うのが、ついておりますが、これが県の教育委員会のほうから県立学校長に示されたものです。この別添

２の記書きの下がですね、１、２とありますけれども、その裏面に②というのがございます。その②のと

ころに、熊本市以外の県立学校というところで、市町村の教育委員会においてもですね、熊本市以外の県

立学校の対応を踏まえて対応していただきたいという、口頭での連絡もございました。これは、当面の間

は分散登校、時間短縮、時差登校などの組み合わせを条件に、感染防止の徹底を図った上で教育活動を再

開すると。尚、特別支援学校については、臨時休業や感染拡大防止策など、学校の状況に応じて対応する

こととするということが書いてあります。ですのでこの熊本市以外の県立学校への対応をですね一つの基

準として、市町村も再開を考えてほしいと、協議をしてほしいということでございました。これが本日、

県のほうから来ました通知文になります。その他もいろいろ書いてございますが、一応主要なところだけ

ですね、御説明をさせていただきました。以上踏まえまして、再開についての説明をしたいと思います。

元の資料にお戻りください。まず、１、令和２年度の教育活動の再開（学校再開）についてということで、

令和２年４月８日水曜日から再開するということ県の教育委員会の方針に従い、また、政府の専門会議が
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示した３区分の感染確認地域に該当するためということで、基本は先ほどありました通知に従うというこ

とです。参考に近隣の市町村につきましては、只今協議中ということでございました。県内の他の市町村

につきましては、熊本市がいち早く、５月６日まで臨時休業を延長するということが報道されております。

従いまして、あさぎり町教育委員会としては、令和２年４月８日水曜日から再開してはどうだろうかとい

うことで協議をいただければというふうに思います。再開においてですね、教育活動の再開での留意点と

いうことで、まず幾つかありますが、初めに三つの条件が同時に重なるを徹底的に避けるということで、

三つの条件、一つ目が、換気の悪い密閉空間しないための換気の工夫。それから、多くの人が手の届く距

離に集まらないための配慮。近距離での会話や大声での発生をできるだけ控えると。この三つの条件を徹

底的に避ける、つくらないということが大事というところです。それから、学習中は児童生徒の机をでき

るだけ離し間隔をとる。これについては物理的なものがあるので、できる限りということにはなると思い

ますが、間隔をとっていくということです。二つ目に、手洗いの励行についてです。外から、教室に入る

ときやトイレの後、給食、昼食の前後などをこまめに手を洗う。ハンカチ、タオルは共用で使用をしない。

ということで手洗い励行をしたいと思います。それから、アルコール消毒についてです。アルコール消毒

につきましては、３月２６日に出されたＱ＆Ａの中にもありましたが、必ずしも行わなくてもよい。基本

的には流水と石けんで手洗いを行う。ただし、流水で手洗いができない場合には、アルコールを含む手指

消毒薬を使用することが考えられるというふうにＱ＆Ａには書いてあります。ですので、基本的には手洗

いをするということでですね十分防げるということがありました。しかし、併用していくことがですね、

考えられますので、併用していくということになると思います。次に換気です。教室についてです。換気

は休み時間毎に２方向のそれぞれ一つ以上の窓、対角線上の窓を広く開けて行う。授業中も２方向のそれ

ぞれ一つ以上の窓あけておくことが望ましい。これもＱ＆Ａに沿って書いております。窓の無い教室につ

いてです。これにつきましては常時入り口をあけておいたり、換気扇を用いたりするなどして、十分換気

に努めると窓の無い部屋等があればですね、やはり換気をするように気をつけるということです。体育館

です。換気は感染防止の観点から重要であり、体育館でも換気に努める。特に人の密度の高い状態では換

気を行うようにすると、体育館でも同様に換気をしていくということで進めたいと思います。マスクの着

用についてです。基本的にマスクを着用すると。マスクの不足が考えられるため、各家庭の状況に応じて、

手づくりマスクの作成、使用をお願いする。登下校時です。マスクを着用する。児童生徒同士で登校する

場合、向かい合わせにならず、十分な距離を保っていれば、必ずしも必要ではないというふうにＱ＆Ａの

ほうにはですねありますが、しかし基本的に、マスクを着用するということでいきたいと思います。教室

です。適切に換気を実施した上でマスクを着用することが望ましい。換気とそれからマスクということで

いきたいと思います。体育の授業です。屋外で児童生徒間に十分な距離をとっている場合は、マスクの着

用は不要、しかし、児童生徒数に飛沫のかからないような十分な距離がとれない場合はマスクを着用する

ということです。体育の授業でもやはり近づくような体育の運動とかですね、大声を出すような、そうい

ったことが考えられる場合には、マスクを着用するということを基本にしたいと思います。その他です。

学校で児童生徒の体調不良が確認された場合ですが、保健室等に待機させ、保護者に連絡の上、直接引き

渡すと、その後は自宅療養させると。その後熱等が続いた場合には、感染対応のマニュアルに沿って保健

所等への連絡ということになるかと思います。３７度５分以上が４日以上という基準がございます。こう

いった対応でいきたいと思っております。次です。これは令和元年度、前年度末での確認事項についてな

んですが、就任式・始業式についてです。令和２年４月８日水曜日予定どおりということで、確認事項と

しましては、就任式・始業式の性格を考え感染拡大予防対策を取った上で、体育館での実施を可とすると、

窓を開ける。マスクを着用する。簡素化し短時間で行う。それから入学式準備についてです。これも感染
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拡大防止対策をとりながら、短時間で行うことが可能とするという確認をしております。準備にについて

は、弁当持参して午後から在校生で準備することが可能。ただし、必要以上のことはせずに短時間で行う

というところまで確認をしております。入学式についてです。入学式につきましては県教委方針を踏まえ

て実施ということで、４月９日木曜日予定どおり行います。決定事項につきましては、入学式については

県教育委員会方針と同様、新入生、保護者、職員のみ、教育委員会１名参加ということです。国歌につき

ましては、ありということでマスクをとってもよい。個人の体調によって着用もありということです。校

歌につきましては、ＣＤを活用しても構わない。それから、在校生からのビデオのメッセージなどの工夫

も、いいだろうということで確認しております。マスク着用につきましては、新入生は、着用を基本とし

ます。保護者、職員は必ず着用。未着用には学校にあるものを配布するということです。内容の簡素化し

て短時間で行うということです。ここまでが入学式までの確認事項ということになります。次に、部活動

の実施について、これは４月１日から活動再開するということでしておりましたが、今のところは春休み

中は中止ということになっております。４月以降の行事の見直し実施の工夫につきましては、行事の精選、

中止や延期を含んで検討していくということで、先ほど伝えましたやっぱり三つの条件をですね、徹底的

に避けるということで、今後見直しをしていくのが必要かなというところです。では、次の新学期の毎日

の体調管理についてなんですが、これも、普段から行っておりますが、健康観察を行いますが、これにつ

きましては、２月後半３月ぐらい、３月からですね子供たちが学校に来るときには必ず家で検温してもら

うようにしております。同様ですね、必ず家で検温をすると。学校で体調チェックするということで進め

ていきます。家で検温ができなかった場合には、学校で検温するということです。検温をして、体調が悪

いとか、熱があるとかっていう場合は先ほど言いました、保護者に確認、連絡をして引き渡すというよう

な流れになります。それから、学校給食に関することです。学校の給食で再開と同時に、給食も再開しま

すが、配食時のチェックということで、これも日常でですね、行われていること＋αということになりま

すが、当番の体調管理についてです。それからエプロン等の確認。それから、手洗い、手指の消毒につい

ては徹底して行う。それから当番以外につきましても、手洗い、それから机を向かえ合わせにしないよう

に、つば等が飛ばないようにということで、前を向いて食べる。それから、会話は控えるということでご

ざいます。消毒アルコールの残量については確認をしましたが、まだしばらくですね、学校にも残ってい

るということでございました。その他ということで、非常に休みが永くなりましたので、気になる児童生

徒がおりますので、不登校傾向の児童生徒については、保護者と連携を図っていくということです。それ

から、給食の回数につきましては、２学期の始業式の変更等もありますので、回数が１８４回ではなく１

８６回、プラス２回ぐらいまでは可能だということでしたので１８６回になるかと思います。給食の実施

日についてはセンターにそれぞれ報告をしていただくということです。行事の内容の見直しについてなん

ですが、感染拡大防止の視点で見直すということで、３月末に確認をした内容ではですね。ＰＴＡ総会に

つきましては、これはやはり、遅らすことはなかなかできないだろうと。ただ、集団をつくらないように、

方法それぞれで工夫するということで、例えば文書を配布して済ませるとか役員の決定のみを行うとか、

そういった工夫が必要であろうということで、それぞれの学校で今検討していただいているところです。

授業参加については、これも分散する方法、２日に分けるとか、そういったものも考えられますし、また

自由参観日の設定で一斉に、行って集団をつくらないようにする。そういった工夫も必要かなと。一斉に

話し合いとかをする場面がもうなかなか難しいのかなというところで、申し送りをしております。いずれ

にしましても各学校の実情等もありますので、そこを踏まえて、今、考えていただいてるというところも

ございます。学校再開に向けて、基本方針と留意点とそれから今後の対応についてということで、ちょっ

とながくなりましたが、説明をさせていただきました。御協議いただきますようお願いします。 
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○米良教育長  大きな２番の留意点、再開での留意点というところも含めて説明をいただきましたが、まず

は、その留意点等も考慮していただきながら、まずは４月８日からの再開ということについてはいかがで

しょうか。 

○澤田委員  再開で学校のほうでは対応できるということですよね。 

○米良教育長  はい、一応学校のほうとしましては、一応４月８日からの再開というところで動いておりま

す。 

○澤田委員  これは完全再開ですか。 

○米良教育長  普通通りということで、８日は就任式、始業式と教科書配布ですね。９日は入学式で、その

ままでで新就学児童生徒のみで、教科書配布。 

○桑原委員  やめるということだったらまずいなぁと思ったけど、ちょっと安心しました。入学式、始業式

ぐらいはきちんとさせてやりたいと思うので、授業のほうまできちっとできる手立てをしてあるので、ち

ょっと安心しました。 

○米良教育長  年度末にある程度の方向を検討しておかないと、年度初めにばたばたするようにというとこ

ろで、ある程度は検討したわけですが場合によっては、８日は就任式、始業式するんですけど、９日の入

学式、２日間は確実に実施、後また再度臨時休業もありうると思ってましたけれども、今のところは、大

丈夫じゃないかというところで引き続き、１０日から１７日までは全学年と未習学領域を学習しまして、

そして、４月２０日から新学年の新学習内容に入るということで計画しておるんですが、先ほど小園先生

から説明がありましたように、熊本市以外の県立学校、これに準じて行っていかななければいけませんが

当面の間は分散登校、時間短縮、時差登校の組み合わせを条件ということですので、そこのところは私も

どういうふうに組み合わせたほうがいいのかなとご協議いただければと思います。 

○桑原委員  小学生は歩いて帰るからあんまり、一応集団で登校はしているけれども、中学生の問題はこの

スクールバスだと思うんですよね。換気の悪い密閉空間となるわけでしょ、スクールバス中は。 

○矢野委員  利用者がどのくらいいるのですか。 

○澤田委員  スクールバスは満員ということはないですか。 

○坂本主幹  満員は無いです。ただ密閉空間になりますので、窓を開けるなど対策を講じることは可能と思

います。 

○澤田委員  多少窓を開けていけば良いかなと思いますね。 

○米良教育長  小・中学校ともの分散登校は特にしなくてもよいと思います。時間短縮については、もしか

したら午前中授業、給食してから下校とかそういうのもありうるし、時差登校ですけど、時差下校はあり

ます。もうほとんど時差下校です。ただ子供たちが安全面を考えると、一緒に登校したほうが、見守りか

らすると、下校は時差下校ですので。 

○桑原委員  通常通りの授業形態でいいじゃないんですかね。 

○米良教育長  一応、通常通り再開しまして、時間短縮は特に１年生２年生は午前中で終わっりという形に

なる可能性がある。そして、時差登校等については、小学校は集団登校してますが、下校の場合は時差下

校ですのでできると思っております。中学校の登校については、自転車通学が多いんですが、スクールバ

スについては窓をきちんと開けるとということで、登校させると。 

○小園指導主事  短縮授業等はしなくて良いということですね。 

○米良教育長  ただ短縮授業等については各学校でいろいろ事情があると思いますし、家庭訪問も小学校は

すると中学校はやらないということ思っておられますので短縮授業については、各小学校等で曜日によっ

て違うかもしれません。一応４月８日からの再開というのはご承認いただきました。あと入学式のほうに
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もいろいろ留意点でありましたけれども、教育委員会からは１人ずつと、なるべく小人数というようなこ

とでしたいので、それぞれ小学校中学校に１名ずつということでようございますか。（○「はい」という

意見多数あり） 

○桑原委員  新学期の毎日の体調管理の中で、検温と書いてありますが、子供たちは毎日検温して、記録さ

せていくといいのでは。 

○小園指導主事  臨時休業中はチェック表などを活用して行っていました。 

○米良教育長  今後も検温プラス記録というところでお願いしたいと思います。今のことに関連しまして、

もしも熱があった場合は自宅待機で、出席停止です。欠席取扱いではなく出席停止となるんです。コロナ

じゃなくても熱が出て自宅待機しても出席停止と形になります。 

○桑原委員  県立学校の別紙の中に感染者が判明した場合の臨時休業の基準があるので基準を決めておけば。

準備をしておけばどうだろうか。 

○米良教育長  まず、感染者が判明した学校の臨時休業につきましては、児童生徒及び教職員に感染者が１

名以上判明した場合は当該校の一部又は全部を臨時休業するというふうに書いてあります。これは基準で

すので、例えばＡという小学校で感染者が出た場合は、あさぎり町の小中学校は一斉に臨時休業にするか、

いろいろ読んでみますと感染経路が明確であるか、ないかとあるもんですから、うちの場合どのようにい

くかということですね。判断が非常に難しいところですね。管内で発生した場合は管内教育長で協議しな

いといけないかもしれません。管内一様で取り組んでいく。今後も情報を収集しておきます。状況によっ

ては、再度お集まりいただくことでよろしくお願いします。（○「はい」という意見多数あり）後なんか

ありますでしょうか。 

○矢野委員  臨時休業中に何か大きな問題、苦情等はなどありませんでしたでしょうか。 

○小園指導主事  特に児童生徒に関してはありませんでした。ただでさえ、不登校傾向の児童生徒が永くな

ると来づらいとかですねそういったことを考えると思うんですが、学校のほうでは、家庭訪問したりとか、

４月からの登校ができるような会議といいますかですね、学校のほうで保護者を含めてそのような対応を

行っていただいているところです。保護者と連携して取り組みを進めていただいているところです。 

○米良教育長  今回、だいぶ長期休業が続きましたので、不登校の子供たちの状況を理解する機会の一つで

はあったと思います。本日３時から臨時の校長会を予定しております。あと何かお気づきの点等ありませ

んでしょうか。 

○澤田委員  給食だいじょうぶですか。 

○米良教育長  もう、食材は注文してあるとおもいますけど、これがまた、休業となるとその食材をどうす

るかと大きな問題ですね。量が多ございますからね。一応、協議のほうはよろしいでしょうか。（○「は

い」という意見多数あり） 
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１０ そ の 他 

（１）次回教育委員会の日時について 

○米良教育長  それでは、その他のほうに入ります。次回の教育委員会議の日時を確認しておきます。４月

２８日（火）１５時からとなっておりますので、白髪岳会議室です。あと何か事務局からないでしょうか。

社会教育施設はいかがでしょうか。 

○桑原主幹  先ほど、部活動の話もありましたけども、今現在の社会体育施設は３月２４日以降通常通り使

用できる状態としております。以上報告します。 

○緒方主幹  今のは社会体育施設でしたですけども、社会教育施設の町が管理している施設につきましては

引き続き使用できない形をとらせていただいております。ただ、図書館だけは貸出と返却のみの対応とい

うところで通常の開館はしております。 

○米良教育長  はい。ありがとうございました。他ありませんでしょうか。（○「特になし」）それでは課

長のほうに司会を戻します。 

○出田課長  それでは閉会いたします。ご起立お願いします。礼。これをもちまして、教育委員会議を閉じ

ます。お疲れ様でした。 

 

《閉会 午後２時１５分》 


